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TEL 0470-33-1002 
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大空を泳ぐ！こいのぼり
ちばデスティネーションキャンペーン 

平成19年2月1日～4月30日 

南房総みかんと里山 

おもしろかかし大集合 

人口の動き 
総人口 
45,427人 

世帯数 
16,898世帯 

男 
21,746人 

女 
23,681人 

（平成18年12月1日現在） 

出生 20人 死亡 49人 転入 72人 転出 77人 

南房総のみかん畑と里山 

太陽をたくさん浴び、里山の緑に囲まれた自然の味！ 甘味と酸味のあるおいしいみかんです！（富山地区）

http://visit.city.minamiboso.chiba.jp/mobile/

南房総の
旬な観光情報

南房総
いいとこどり



2 2006年12月号

教
育
の
日
・
表
　
彰

第
１
部
　
式
典
　

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

南
房
総
市
長
賞

富
浦
中
学
校
３
年
　
鈴
木
　
恵
利
菜

富
山
中
学
校
３
年
　
川
名
　
智
晴

千
倉
中
学
校
３
年
　
川
上
　
美
佳

第
40
回
中
学
生
「
税
に
つ
い
て
の
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」

教
育
委
員
会
表
彰

佐
々
木
　
顴
壽

旧
和
田
町
教
育
委
員
会
お
よ
び
南
房
総

市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
約
11
年
２
カ
月

の
間
教
育
長
と
し
て
地
方
教
育
行
政
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

三
芳
小
学
校
６
年
　
稲
葉
　
陽

第
22
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大

会
千
葉
県
選
考
会
　
男
子
走
り
幅
跳
び

優
勝白

浜
中
学
校
２
年
　
保
田
　
祐
子

第
38
回
Ｊ
Ａ
共
済
千
葉
県
小
・
中
学
生

書
写
コ
ン
ク
ー
ル
　
条
幅
の
部
　
千
葉
県

知
事
賞

11
月
１
日
（
水
）
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

（
千
葉
市
）
に
お
い
て
、
押
本
勝
彦
さ
ん

と
丸
山
中
学
校
（
樋
口
徳
明
校
長
）
が
千

葉
県
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。押

本
さ
ん
は
、
旧
白
浜
町
教
育
委
員
会

に
お
い
て
、教
育
長
と
し
て
５
年
10
カ
月
、

豊
富
な
行
政
経
験
と
適
切
な
判
断
力
と
実

行
力
を
も
っ
て
教
育
課
題
の
解
決
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
地
方
教
育
行
政
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
た
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

丸
山
中
学
校
は
、昭
和
35
年
開
校
以
来
、

独
自
の
先
進
的
な
学
校
運
営
や
教
育
研
究

に
取
り
組
み
、
丸
山
方
式
で
生
徒
の
個
性

を
引
き
出
す
学
習
の
実
践
を
全
国
に
向
け

て
発
表
す
る
な
ど
教
育
の
進
展
に
寄
与
し

た
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

押
本
勝
彦
さ
ん
と
丸
山
中
学
校
が

千
葉
県
教
育
功
労
者
表
彰

押本勝彦さん（左）白浜地区
丸山中学校（樋口徳明校長）

教
育
長
顕
彰

富
浦
中
学
校
３
年
　
川
上
　
智
也

第
３
回
千
葉
県
中
学
校
選
抜
体
重
別
柔

道
大
会
　
男
子
個
人
66
裴
級

第
３
位

富
浦
中
学
校
２
年
　
川
名
　
藍

第
29
回
千
葉
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

柔
道
女
子
個
人
63
裴
級
　
準
優
勝

和
田
中
学
校
２
年
　
鳥
海
　
直
斗

第
31
回
千
葉
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

陸
上
競
技
大
会
　
男
子
共
通
棒
高
跳
び

第
３
位

富
浦
中
学
校
３
年
　
服
部
　
怜
奈

富
浦
中
学
校
２
年
　
稲
葉
　
七
菜

第
56
回
全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
　
千
葉
県
審
査
　
中
学
校
の
部
　
優

秀
賞

第
２
部
　
講
演

講
演
会
で
は
、
料
理
評
論
家
の
カ
ー
リ

ー
西
條
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
カ
ー
リ

ー
お
ば
さ
ん
の
食
育
講
座
」
と
題
し
て
、

マ
ナ
ー
、
し
つ
け
、
よ
り
よ
い
親
子
関
係

は
、
食
を
通
し
て
養
わ
れ
る
と
し
た
内
容

の
講
演
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
が
教
育
の
大
切
さ
や
、
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
、
協
力
し
、
真
に
教
育

の
充
実
し
た
市
を
築
く
こ
と
を
期
す
る
日
と
し
て
、
毎
年
11
月
の
第
３
土
曜
日
を
南
房

総
市
教
育
の
日
と
し
、
今
年
は
11
月
18
日
（
土
）
に
市
立
三
芳
小
学
校
体
育
館
を
会
場

に
、
南
房
総
市
教
育
の
日
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
部
と
し
て
表
彰
式
を
行
い
、
引
き
続
き
第
２
部
と
し
て
、
食
育
に
関
す
る
講
演

会
を
行
い
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

記
念
行
事
開
催

教教
育育
のの
日日

講
演
を
す
る
料
理
評
論
家
の
カ
ー
リ
ー
西
條
さ
ん

表彰された皆さんと関係者



表
　
彰

10
月
27
日
（
金
）
厚
生
労
働
省
講
堂

（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
、
青
木

謹
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
青
木
謹
さ
ん
は
、
昭
和
45
年

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
国
保
運
営
協
議
会

委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
る
国
保
運

営
協
議
会
委
員
と
し
て
の
顕
著
な
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

11
月
11
日
（
土
）
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

(

千
葉
市)

に
お
い
て
、
千
葉
県
文
化
財
保

護
協
会
に
よ
る
文
化
財
保
護
功
労
者
表
彰

が
あ
り
、
生
稲
謹
爾
さ
ん
が
個
人
の
部
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

生
稲
さ
ん
は
、
昭
和
30
年
ご
ろ
か
ら
民

話
調
査
を
始
め
、
昭
和
51
年
か
ら
旧
富
浦

町
広
報
紙
で
掲
載
、
引
き
続
き
南
房
総
市

の
広
報
紙
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
た
だ
１
人
の
栄
誉
と
な
り

ま
し
た
。

11
月
8
日
（
水
）
市
役
所
で
定
期
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
功
労
者
16
人
、
善
行
者
3
人
に
表
彰
状
な
ら
び
に
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
は
、
平
成
18
年
3
月
20
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
南
房
総
市
表
彰
条
例
に
基
づ
き
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
で
、

南
房
総
市
表
彰
審
査
委
員
会
の
審
議
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

2006年12月号 3

青木　謹さん（72歳）
（丸山地区）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

渡邉　政久  
安田まち子  
小澤　公雄  
鈴木　孝雄  
青木　正孝  
吉田　弥一  
溝口　　清  
豊田　　護  
水島　　滿  
鈴木　　隆  
石井　静子  
堀江紀代子  
佐久間節子  
早川　洋一  
大野千鶴子  
庄司　輝男  

（富山地区） 
（千倉地区） 
（富山地区） 
（富山地区） 
（千倉地区） 
（千倉地区） 
（三芳地区） 
（千倉地区） 
（千倉地区） 
（千倉地区） 
（千倉地区） 
（千倉地区） 
（千倉地区） 
（千倉地区） 
（千倉地区） 
（千倉地区） 

（広島県広島市） 
（富浦地区） 
（東京都豊島区） 

300万円寄付（図書整備のため） 
100万円寄付（高齢者福祉のため） 
海岸で溺れた少女を心肺蘇生法で救助 

議会議員（通算11年7カ月間在職） 
議会議員（通算18年6カ月間在職） 
議会議員（通算11年7カ月間在職） 
議会議員（通算11年7カ月間在職） 
議会議員（通算11年6カ月間在職） 
議会議員（通算11年6カ月間在職） 
選挙管理委員会委員（通算12年5カ月間在職） 
行政連絡員（通算15年7カ月間在職） 
交通指導員（通算16年6カ月間在職） 
交通指導員（通算16年6カ月間在職） 
交通指導員（通算16年6カ月間在職） 
交通指導員（通算16年6カ月間在職） 
交通指導員（通算16年6カ月間在職） 
交通指導員（通算16年6カ月間在職） 
交通指導員（通算16年6カ月間在職） 
交通指導員（通算15年6カ月間在職） 

◆功労表彰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・順不同） 

◆善行表彰 

氏　　　　　名 功　　　　　績 

鈴木　郁子  
酒井　安司  
森　　洋行  

氏　　　　　名 功　　　　　績 

文
化
財
保
護
功
労
者
表
彰

表彰された皆さんと関係者

南南
房房
総総
市市
定定
期期
表表
彰彰
式式
開開
催催

生稲謹爾さん（72歳）
（富浦地区）



1．職員の任免および職員数に関する状況 
　盧 採用および退職の状況                        　　　　　　　　　　　 （単位：人） 

一般行政職  

技 能労務職  

看 護 師 職  

管理栄養士職 

保 育 士 職  

幼稚園教諭職 

理学療法士職 

合　　計  

8 

11 

4 

1 

1 

4 

1 

30

0 

3 

0 

0 

0 

0 

0 

3

3 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

6

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1

15 

2 

1 

0 

1 

7 

0 

26

19 

5 

1 

0 

2 

8 

1 

36

職　　種 
平成17年度 
採用者数 

平成17年度退職者数 

定年 
退職 

勧奨 
退職 

普通 
退職 

その他 
（死亡など） 

合　計 

注：平成17年度の数値は、合併前の富浦町、富山町、三芳村、白浜町、千倉町、丸山町、和田町 
　 （以下、「合併前の7町村」という）、朝夷水道企業団および朝夷衛生組合の合算数値です。 

　盪 部門別職員数の状況　　                        　　　　　　　　　　 （単位：人） 

市町村長  

教育委員会 

農業委員会 

議会事務局 

監査事務局 

選挙管理委員会 

病　　院 

水　　道 

合　　計　 

488 

156 

3 

13 

0 

2 

33 

26 

721

502(487) 

142(142) 

0( 5) 

0( 6) 

0( 2) 

2( 2) 

35( 34) 

27( 27) 

708(705) 

部　　局 平成17年4月1日現在 平成18年4月1日現在（　）内は平成18年5月23日現在 

注：平成17年4月1日現在の数値は、合併前の7町村、朝夷水道企業団および朝夷衛生組合の合算数値です。
　　行政委員会については、専任の数です。なお、新市行政委員会は、平成18年5月9日に議会事務局、 
　　平成18年5月16日に監査委員事務局、平成18年5月23日に農業委員会事務局を設置しました。 
※1：平成17年4月1日現在の数値は、朝夷衛生組合を含みます。　※2：常勤の教育長を含みます。 
※3：平成17年4月1日現在の数値は、朝夷水道企業団を含みます。 

（※1） 

 （※2） 

 

 

 

 

 

（※3） 

　蘯 年齢別職員数の状況　　                        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人） 

H17.4.1現在 

H18.4.1現在 

18～24 

33 

36

25～29 

91 

85 

30～34  

115 

117

35～39 

73 

79

40～44 

87 

92

45～49 

87 

71

50～54 

150 

136

55以上 

85 

92

合　計 

721 

708

年齢（歳） 

注：平成17年4月1日現在の数値は、合併前の7町村、朝夷水道企業団および朝夷衛生組合の合算数値です。 

注：職員手当には退職手当、児童手当を含みません。 
　　職員数は、平成17年4月1日現在の合併前の7町村、朝夷水道企業団および朝夷衛生組合の普通会計で支給した職員数の合算数値です。 

　盧 人件費の状況（普通会計決算） 

平成17年度  

住民基本台帳人口 

(平成17年度末) 

45,729

歳　出　額 

Ａ 

22,272,702　 

実　質　収　支 

 

1,004,120　 

人　件　費 

Ｂ 

5,353,385　 

人　件　費　率 

Ｂ／Ａ 

24.0

区　　分 

2．職員の給与の状況 
 

人 千円 千円 千円 

　盪 職員給与費の状況（普通会計決算） 

平成17年度  

職員数 

Ａ 

655

給　　料 

2,226,342 　 

職員手当 

246,863　 

期末･勤勉手当 

909,594　 

計　Ｂ 

3,382,799 　

一人あたり 

給与費 B／A 

5,164 

区　　分 

人 千円 千円 千円 千円 千円 

％ 

給　　　　　与　　　　　費 

　蘯 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成18年4月1日現在） 

一 般 行 政 職  

技 能 労 務 職  

教 育 職  

42.3 歳 

45.2 歳 

38.8 歳 

398,026 円 

231,407 円 

316,457 円 

341,021 円

215,114 円 

304,398 円 

57,005 円 

16,293 円 

12,059 円 

職　　種 平均年齢 平均給与月額 
給　　料 諸　手　当 

人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況

2006年12月号4

南南
房房
総総
市市
人人
事事
行行
政政
のの
運運
営営
なな
どど
のの
状状
況況

市
政
に
対
し
て
よ
り
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
地
方
公
務
員
法
第
58
条
の
2
お
よ
び
南

房
総
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
平
成
18
年
条
例
第
30
号
）
第
6
条
の
規

定
に
よ
り
、
平
成
17
年
度
に
お
け
る
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況

52006年12月号

 
 

合計 

 
 

440人 

100.0％ 

　盻 職員の初任給の状況（平成18年4月1日現在） 

一 般行政職  

 

技 能 労務職  

大学卒 

高校卒 

技能職 

労務職 

170,200円 

142,800円 

138,400円 

134,000円 

170,200円 

138,400円 

－ 

－ 

区　　分 南房総市 国 

　眈 一般行政職の級別職員数の状況（平成18年4月1日現在） 

　眇 職員の手当の状況 

区　　分 

　勤続20年 

　勤続25年 

　勤続35年 

　最高限度額 

その他の加算措置 

1人あたり平均支給額  

自己都合 

21.0 月分 

33.75月分 

47.5 月分 

59.28月分 

 

450千円 

勧奨・定年 

27.3 月分 

42.12月分 

59.28月分 

59.28月分 

 

23,640千円 

注：退職手当の１人あたり平均支給額は、平成17年度に退職した職員に 
　　支給された平均額です。 

・調整手当（平成18年4月1日現在） 

支給対象地域  

南房総市内全域 

支給率 

2％  

支給対象職員 

645人 

支給実績（平成17年度決算） 

支給職員1人あたり平均支給年額（平成17年度決算） 

28,571千円 

68,026円 

標 準 的 な  
職 務 内 容  

職 員 数  

構 成 比  

１級 

主事 

技師 

 

20人 

4.6％  

２級 

主事 

技師 

 

77人 

17.5％ 

３級 

主任主事 

主任技師 

 

50人 

11.4％ 

４級 

主任主事 

主任技師 

 

38人 

8.6％ 

５級 

係　長 

主　査 

副主査 

48人 

10.9％ 

６級 

係長 

主査 

 

73人 

16.6％ 

７級 

課長補佐 

 

 

63人 

14.3％ 

８級 

支所長 

課　長 

 

62人 

14.1％ 

９級 

部長 

 

 

9人 

2.0％ 

区　　分 

注：平成18年10月1日から調整手当は廃止しました。 

・時間外勤務手当 
支給実績（平成17年度決算） 

支給職員1人あたり平均支給年額（平成17年度決算） 

60,567千円 

92,468円 

・その他の主な手当（平成18年4月1日現在） 

扶養手当  

 

 

 

住居手当  

 
 

通勤手当  

・特殊勤務手当（平成18年4月1日現在） 

手当の種類 

代 表 的 な  
手当の名称 

10種類 

塵芥処理作業手当・塵芥処理事務手当・
収集業務手当・処理業務手当・防疫手当 

支給実績（平成17年度決算） 

支給職員1人あたり平均支給年額（平成17年度決算） 

4,921千円 

182,259円 

・特別職の報酬などの状況（平成18年4月1日現在） 

 

給　料 

 

 

報　酬 

市　長 

助　役 

収入役 

議　長 

副議長 

議　員 

830,000 円 

694,000 円 

649,000 円 

413,000 円 

360,000 円 

337,000 円 

（平成18年度支給割合） 

6月期　2.125月分 

12月期　2.325月分 

　  計　　4.450月分 

830,000円×在職月数×0.45 

694,000円×在職月数×0.25 

649,000円×在職月数×0.20

区　　分 給料月額など 期末手当 退職手当 

・期末手当・勤勉手当 ・退職手当（平成18年4月1日現在） 

１人あたり平均支給額（平成17年度）　　1,508千円 

（平成17年度支給割合）   期末手当    　 勤勉手当 

 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級などによる加算措置（5％～20％） 

3.0月分       1.45月分 

定年前早期退職特例措置2％～20％加算 

・配偶者 　　　　　　　　　　　　　　  13,000円 

・配偶者以外の扶養親族　2人まで 1人につき  　   6,000円 

　（扶養親族でない配偶者の場合、1人については  6,500円） 

　（配偶者のいない場合、　　　　1人については11,000円）　3人目から1人につき5,000円 

・満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子　1人につき5,000円加算 

・借家・借間の場合（月額12,000円を超える家賃支払い者） 

　家賃月額に応じて、月額27,000円を限度に支給 

・自己所有住宅の場合（世帯主）　月額　4,300円 

・交通機関など利用者　最長期間の運賃負担額に応じて、月55,000円を限度に支給 

・交通用具など利用者　通勤距離に応じて、月額24,500円を限度に支給 

注： 期末手当支給割合については、平成18年9月議会で改正後のものです。 

支  

給  

率 



6 2006年12月号　

人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況

3．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成18年4月1日現在） 
開始時間 終了時間 休憩時間 休息時間 勤務時間 

注：平成18年10月1日条例改正（内容：終了時間17時30分、休憩時間12時～13時、休息時間は廃止） 

　盧 年次有給休暇の取得状況 
　　（平成17年1月1日から平成17年12月31日まで） 

　盧 分限処分者数の状況（平成17年度）　　 　　　　　　　　　　　　                  　　　　　 （単位：人） 

平均取得日数 

7.7日 
消化率 

19.5％ 

　盧 研修の実施状況（平成17年度） 

　盪 勤務成績の評定の状況 

　盧 福利厚生の状況 

広域研修 

 

派遣研修 

92 

 

65 

　安房郡市広域市町村圏事務組合が行う研修（新規採用職員研修、初級職員研修、

中級職員研修、課長補佐・係長研修、現業職員研修、企画力養成研修、接遇研修） 

　千葉県自治研修センターが行う研修（上級研修、専門研修（税務事務研修など）

および特別研修（法制実務研修など）） 

区　　分 受講者数(人) 備　　　　考 

注：平成17年度の数値は、合併前の7町村、朝夷水道企業団および朝夷衛生組合の合算数値です。 

6．職員の研修および勤務成績の評定の状況 
 

7．職員の福祉および利益の保護の状況 

8．公平委員会の業務の状況（平成17年度） 

　任命権者は，公務能率を増進させるため，職員の執務について定期的に勤務成績の評定を行い，その評定結果に

応じた措置を講じることとされています。 

　勤務成績の評定を行い，その結果を適材適所の人員配置などに活用しています。  

　 

 

　職員の掛金と事業主である市の負担金により運営されている共済組合の制度により、福祉事業の一環として下記

のような事業を実施しています。 

・ 健康管理のための成人病予防検査、人間ドックの利用制度 
・ 家族の生活安定のための出産療養費等給付事業 
・ 家族の生活安定のための健康保持、心身のリフレッシュのための宿泊施設の運営  

 

 

 8時30分 17時15分 12時15分～13時 8時間 12時～12時15分 
15時～15時15分 

4．職員の分限および懲戒処分の状況 
 

5．職員の服務の状況 

降　　任 

0

免　　職 

0

休　　職 

2

降　　給 

0

合　　計 

2
注：平成17年度の数値は、合併前の7町村、朝夷水道企業団および朝夷衛生組合の合算数値です。 

 

　盪 懲戒処分者数の状況（平成17年度）　　                   　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人） 

戒　　告 

0

減　　給 

1

停　　職 

0

免　　職 

0

合　　計 

1
注：平成17年度の数値は、合併前の7町村、朝夷水道企業団および朝夷衛生組合の合算数値です。 

注：平成17年度の数値は、合併前の7町村、朝夷水道企業団お
　　よび朝夷衛生組合の合算数値の平均です。 

　盪 育児休業および部分休業の取得状況（平成17年度） 

区　　分 

男性職員 

女性職員 

合　　計 

育児休業取得者数(人) 

0 

9 

9

部分休業取得者数(人) 

0 

0 

0
注：平成17年度の数値は、合併前の7町村、朝夷水道企業団および朝夷衛生
　　組合の合算数値です。 

　蘯 介護休暇の取得状況（平成17年度） 

区　　分 

男性職員 

女性職員 

合　　計 

介護休暇取得者数(人) 

0 

0 

0
注：平成17年度の数値は、合併前の7町村、朝夷水 
　　道企業団および朝夷衛生組合の合算数値です。 

 

　盧 勤務条件に関する措置の要求に係る事項　　　該当する案件なし 
　盪 不利益処分に関する不服申し立てに係る事項　該当する案件なし 

問い合わせ　総務課　TEL 33－1021



れ
の
行
政
分
野
の
関
連
施
策
を
有
機
的
に
結

び
つ
け
、
総
合
的
に
取
り
組
む
施
策
の
重
点

化
を
行
い
ま
す
。

◆
関
連
計
画
と
の
整
合
性
の
確
保

新
市
建
設
計
画
の
基
本
方
針
お
よ
び
将
来

像
を
基
本
に
、
総
合
計
画
を
策
定
す
る
ほ
か
、

市
で
策
定
す
る
ほ
か
の
計
画
と
の
整
合
を
図

り
、
施
策
に
方
向
性
を
与
え
ま
す
。

◆
あ
な
た
の
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

「
市
長
へ
の
手
紙
」、「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
「
ご
意
見
や
ご
提
案
」
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
総
合
計
画
の
策
定
状
況
は
広
報
紙
な

ど
を
通
じ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
審
議
会
の
会
議
は
傍
聴
で

き
ま
す
。

2006年12月号 7

10
月
30
日
（
月
）
市
役
所
に
お
い
て
、
総

合
計
画
審
議
会
第
１
回
会
議
が
開
催
さ
れ
、

各
分
野
か
ら
選
出
さ
れ
た
31
人
の
委
員
の
中

か
ら
互
選
に
よ
り
会
長
、
副
会
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
傍
聴
要
綱
、
総
合
計
画
策
定
の
基

本
方
針
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
、

市
か
ら
説
明
が
あ
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
策
定
の
視
点

計
画
策
定
に
あ
た
り
旧
７
町
村
の
速
や
か

な
一
体
化
を
促
進
す
る
た
め
新
市
建
設
計
画

の
基
本
理
念
、
基
本
方
針
お
よ
び
将
来
像
を

尊
重
し
つ
つ
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
、

地
域
の
社
会
経
済
変
動
を
的
確
に
把
握
し
、

地
域
の
特
性
を
生
か
す
と
と
も
に
、
本
市
の

将
来
的
な
振
興
･
発
展
を
展
望
し
た
市
民
と

行
政
が
共
有
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
、
次
に

掲
げ
る
視
点
を
も
っ
て
策
定
し
ま
す
。

◆
市
民
参
画
に
よ
る
計
画
づ
く
り

行
政
職
員
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
市
民
の

協
力
と
参
画
を
得
て
、
市
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
計
画
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
目
標
が
わ
か
り
や

す
い
計
画
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
政
懇
談
会
や
、
生
産
団
体

等
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
各
種
団
体
等
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
開
催
し
た
ほ
か
、
今
後
は
、
市
民

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
を
行
う
ま
ち
づ

く
り
会
議
な
ど
を
開
催
し
市
民
の
意
見
を
計

画
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

◆
新
し
い
時
代
に
即
応
し
た
計
画
づ
く
り

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
自

立
し
た
自
治
体
形
成
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

財
政
状
況
に
即
し
た
計
画
を
立
案
す
る
た

め
、
市
民
の
視
点
で
捉
え
た
課
題
と
そ
れ
ぞ

総
　
合
　
計
　
画

市
で
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
10
年
間
の
市
政
運
営
の

基
本
と
な
る
「
南
房
総
市
総
合
計
画
」
を
本
年
度
か
ら
２
カ
年
か
け
て
策
定
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
め
ざ
す
べ
き
方
向
や
合
併
効

果
を
最
大
限
に
生
か
し
た
行
財
政
運
営
の
目
標
を
定
め
る
も
の
で
す
。

各委員へ委嘱状を交付する石井市長

総合計画策定体制図 

審議会 市　長 議　会 
諮問 

答申 

上程 

議決 

指示 

報告 

市民の参画 

・市民アンケート調査 

　（18歳以上の市民、2,500人） 

・市政懇談会 

・市民フォーラム 

・まちづくり会議 

・各種団体等ヒアリング 

・パブリックコメント 

・中学生アンケート調査 

　（中学２年生） 

・ホームページ 

・市広報紙 

意見 
提言 

情報 
提供 

計画案の検討 

企画調整委員会 

プロジェクトチーム 

各部局 
職員アンケート調査 
職員ワークショップ 
職員提案 

産
業
・
雇
用 

交
通
・
情
報
通
信 

生
活
・
自
然 

保
健
・
医
療
・
福
祉 

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ 

行
財
政
・
市
民
参
加 

 

計画案の 
検討 

職員の 
意見 

庁内体制 

事務局（企画部企画政策課） 

「
ひ
と
・
ゆ
め
・
み
ら
い  

地
域
地
域
で
創
る
魅
力

る
魅
力
の
郷  

南
房
総

南
房
総
」
を
め
ざ
し
て 
「
ひ
と
・
ゆ
め
・
み
ら
い  

地
域
地
域
で
創
る
魅
力

る
魅
力
の
郷  

南
房
総

南
房
総
」
を
め
ざ
し
て 
「
ひ
と
・
ゆ
め
・
み
ら
い  

地
域
地
域
で
創
る
魅
力

る
魅
力
の
郷  

南
房
総

南
房
総
」
を
め
ざ
し
て 
「
ひ
と
・
ゆ
め
・
み
ら
い  

地
域
で
創
る
魅
力
の
郷  

南
房
総
」
を
め
ざ
し
て 
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総
合
計
画
審
議
会
委
員

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

会
　
長

渡
邉
政
久
（
市
議
会
議
員
）

副
会
長

溝
口
　
卓
（
学
識
経
験
の
あ
る
者
）

▼
地
域
住
民
代
表
＝
三
井
清
和
・
渡
辺
宏

・
横
川
明
等
・
行
方
金
次
・
大
川
晃
・
関

上
繁
・
川
名
浩
司

▼
公
共
的
団
体
の
役
職
員
＝
大
和
田
愼
一

・
長
田
英
文
・
鈴
木
孝
顴
・
野
宮
紀
昭
・

小
滝
季
儀
・
和
泉
善
久
・
宇
山
曉
・
佐
野

左
内
・
小
林
安
生

▼
学
識
経
験
の
あ
る
者
＝
磯
信
光
・
遠
藤
陽

子
・
佐
生
勝
・
岡
本
令
子
・
霖
川
文
子
・

明
星
朝
子
・
闍
橋
清
彦
・
長
島
富
郎
・
堀

江
俊
彰

▼
市
議
会
議
員
＝
庄
司
眞
敏
・
羽
山
誠
・

木
曽
貴
夫
・
川
名
晴
作

問い合わせ　企画政策課総合計画班　TEL 33－1011 ホームページ　http://www.city.minamiboso.chiba.jp



ちばデスティネーションキャンペーン（ちばＤＣ）とは･･･
ちばデスティネーションキャンペーンとは、JRグループ6社と千葉県･市町村･観光事業者が一体となって行う、
国内最大級の観光キャンペーンです。
普段は聞きなれない言葉ですが、「そうだ！京都に行こう」もこのキャンペーンで行われています。
ちば観光プロモーション協議会
ちば観光プロモーション協議会では、ちばデスティネーションキャンペーンの中心となって、全国に千葉県の魅
力をPRしています。全国宣伝販売促進会議などを通じて、旅行業やマスコミ関係者に千葉県の観光資源や魅力を
伝えてきました。これからは、一人でも多くの皆さんに千葉県に訪れていただくために、次のような取り組みが予
定されています。
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ちばデスティネーションキャンペーン 

平成19年2月1日～4月30日 

項　　　目 
ちばDCイベントガイドブック作成 
ちバDCホームページの作成 
 
ちばDC用テレビCM放映 
 
観光PRポスター作成 
 
 
 
プロモーション活動 

内　　　　　　容 
◆80万部（A4サイズ・56ページ）※420企画　南房総市約60企画 
◆観光ガイド（８つのキーワード別・地域別)、イベントカレンダー　公開（11月下旬） 
◆日本テレビ系「遠くへ行きたい」内JRタイム枠（30秒）１回放映　全13回 
　2/4･11･18･25　3/4･11･18･25　4/1･8･15･22･29　すべて日曜日 
◆５連ポスター（2,500セット）をJR６社主要駅などへの掲出（平成19年１月～） 
◆ちばDC観光キャラバン隊（12月14日、JR東京駅・首都圏主要駅） 
◆横浜観光キャンペーン（２月１日～２日・横浜中央郵便局内） 
◆銀座観光キャンペーン（２月下旬・モザイク銀座阪急） 
◆JR主要駅・DCコーナーの設置 
◆関東内陸圏・周辺の甲信越対象観光プロモーション 
◆北海道観光プロモーション（2007年１月13日～14日・JR札幌駅など） 
◆東北観光プロモーション（2007年１月19日～21日・JR仙台駅） 

項　　　目 
 
 
イベント・旅行商品の造成 
 
 
 
南房総市DC特別イベントマ
ップ作成 
 
ちばDC情報発信 
 
研修会 
 
新たな取り組み 
 

内　　　　　　容 
◆南房総市全エリア約60イベント企画 
◆南房総市の観光資源を２次交通で結ぶJRのびゅう商品を造成。電車で訪れたお客
　さんにも安心して観光できる新たなコース 
◆観光まちづくりコンサルティング事業を活用して、旅行商品を検証 
◆南房総市エリアのDC特別イベントチラシ【3万部（A2サイズ・カラー・両面刷り)】 
◆配布先　道の駅、交流施設、海ほたる、市原SA、千葉発、東京発の高速バスの座
　席シートなどに置く 
◆南房総DCホームページ（南房総エリア全体のDC特別イベント情報発信） 
◆市広報紙12月号から3月号までちばDCの特集ページ 
◆南房総市内の道の駅、交流施設スタッフ対象　9月から１月まで全5回講座 
◆ちばDC直前研修会　11月から１月まで全3講座 
◆全国ハーブサミット南房総大会　◆手ぶら観光サービス 
◆くるくる車ららん【レンタサイクルと公共交通機関を組み合わせた社会実験】 

ちばデスティネーションキャンペーン開催 
2カ月後にせまる!

このキャンペーンは、平成19年2月1日から3カ月間、千葉県で開催されます。この期間までの県や市の動き、
期間中のイベントや出来事をシリーズでお知らせします。

南房総市
市では、デスティネーションキャンペーンに向けて、

地域観光資源をPRするため、地域が一体となって取り組
んでいます。地域観光資源を生かした旅行商品やDC特別
イベントを造成し、南房総を訪れる皆さんに地域の魅力
をお伝えします。また、これを契機として、全国ハーブ
サミット南房総大会やレンタサイクルと公共交通機関を
組み合わせた「くるくる車

しゃ

ららん」、手ぶら観光サービス
などの取り組みも行われています。

問い合わせ　交流事業課　TEL 33－1092
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南房総を特別列車が疾走！
「ちばデスティネーションキャンぺーン」にあわせて、懐かしの蒸気機関車Ｄ51-498が運行されます。
千葉県内での蒸気機関車の運行は、無煙化を達成した昭和45年3月24日に定期列車としての運行がなくなり、
その後イベント列車として運行してきましたが、最近では平成元年8月に京葉線で運行して以来18年ぶりとなり
ます。なお、お座敷列車南房総号、リゾートしらかみ、トロッコ列車などの普段は見ることのできない特別列車
もキャンペーン期間中に南房総を疾走します。

SL南房総号 
DL南房総号 

&&

D51内房線を走る！D51内房線を走る！

SL南房総号・DL南房総号とも、 
【定員】512人　全車指定席（12系客車6両編成）【料金】指定席券510円 
　※各運転日の１ヵ月前の10時から全国のみどりの窓口で発売します。 
　※SL南房総号・DL南房総号を利用し房総の観光を楽しんでいただく 
　　「びゅう旅行商品」の設定もあります。びゅう商品はびゅうプラザで発 
　　売します。 
 
 

愛称：SL南房総号　木更津駅⇒館山駅（2/3.4.10.11.12） 

【運転期日】2007年2月3日（土）･４日（日）･10日（土）･11日（日）･12日（月･祝） 
 
【運転時刻】 
 
 
 
【停 車 駅】木更津・君津・大貫・竹岡・浜金谷・岩井・富浦・館山 
 

木
更
津 

9:20発 

君
　
津 

9:35発 

浜
金
谷 

10:48着 

富
　
浦 

11:44着 

館
　
山 

12:00着 

愛称：DL南房総号　館山駅⇒木更津駅（2/3.4.10.11.12） 

【運転期日】2007年2月3日（土）･４日（日）･10日（土）･11日（日）･12日（月･祝） 
 
【運転時刻】 
 
 
 
【停 車 駅】館山・富浦・浜金谷・竹岡・佐貫町・君津・木更津 
 

館
　
山 

14:05発 

富
　
浦 

14:29発 

浜
金
谷 

15:05発 

君
　
津 

15:56着 

木
更
津 

16:17着 

※「DL南房総号」はディーゼル機関車が客車をけん引します。 
　SLは最後尾で後ろ向きにけん引されます。 

問い合わせ　千葉支社　総務部（広報）　TEL 043－222－0301

館　山 

木更津 
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ホームステイの様子

７
月
30
日
か
ら
８
月
18
日
ま
で
の
間
に
高
校

生
海
外
派
遣

生
海
外
派
遣
に
参
加
参
加
し
た
交
流
研
修
報
告

交
流
研
修
報
告
を

紹
介
紹
介
し
ま
す
。 

７
月
30
日
か
ら
８
月
18
日
ま
で
の
間
に
高
校

生
海
外
派
遣
に
参
加
し
た
交
流
研
修
報
告
を

紹
介
し
ま
す
。 

『
市
民
海
外
研
修
に
参
加
し
て
』

七
月
三
十
日
か
ら
八
月
十
七
日
ま
で
の
約
三

週
間
の
間
、
国
際
青
少
年
研
修
協
会
主
催
の
イ

ギ
リ
ス
・
ボ
ー
ン
マ
ス
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
＆

英
語
研
修
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
南
房
総
市

か
ら
の
推
薦
を
い
た
だ
い
て
、
私
は
初
め
て
イ

ギ
リ
ス
の
地
を
踏
み
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な

が
ら
多
く
の
経
験
を
積
ん
で
帰
国
し
ま
し
た
。

十
二
時
間
の
長
い
フ
ラ
イ
ト
の
最
後
で
、
ロ

ン
ド
ン
上
空
を
飛
行
機
が
高
度
を
下
げ
て
飛
行

し
て
い
る
と
き
に
窓
を
通
し
て
私
の
目
に
映
っ

た
も
の
は
、
教
科
書
で
見
た
よ
う
な
赤
い
レ
ン

ガ
造
り
の
イ
ギ
リ
ス
の
町
並
み
で
し
た
。
日
本

を
遠
く
離
れ
た
イ
ギ
リ
ス
へ
行
く
こ
と
自
体
出

発
の
時
は
不
安
で
し
た
が
、
そ
ん
な
景
色
を
見

た
あ
と
は
不
安
も
ど
こ
か
へ
吹
き
飛
ん
で
し
ま

い
、
た
だ
た
だ
、
素
晴
ら
し
い
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ

ュ
ラ
イ
フ
へ
の
希
望
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
あ
の
瞬
間
の
ド
キ
ド
キ
感
は
、
今
で
も
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
が
三
週
間
生
活
を
送
っ
た
ボ
ー
ン
マ
ス

は
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
バ
ス
で
二
時
間
半
の
場
所

に
あ
り
ま
す
。
美
し
い
海
と
多
く
の
緑
に
囲
ま

れ
て
い
る
素
敵
な
街
で
す
。
生
活
に
必
要
な
物

は
街
の
中
で
何
で
も
揃
い
、交
通
の
便
も
よ
く
、

け
れ
ど
も
静
か
な
住
宅
街
が
広
が
っ
て
い
る
と

い
う
場
所
だ
っ
た
の
で
、
海
外
経
験
の
多
く
な

い
私
に
は
と
て
も
過
ご
し
や
す
い
街
で
し
た
。

私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
二
人
暮
ら
し

の
若
い
夫
婦
で
し
た
。
マ
ッ
チ
ン
グ
の
後
、
家

へ
向
か
う
車
の
中
で
、
私
と
彼
ら
の
初
め
て
の

会
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
英
語
は
何
年
勉
強
し
て
い
る
の
？
」

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
来
る
の
は
初
め
て
？
」

と
い
う
簡
単
な
内
容
で
、
私
の
緊
張
も
多
少
ほ

ぐ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
初
日
と
い
う
こ
と

で
、
も
ち
ろ
ん
お
互
い
に
ぎ
こ
ち
な
い
面
も
あ

り
、
多
く
の
会
話
を
交
わ
さ
ず
に
す
ぐ
に
私
は

部
屋
へ
戻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

次
の
日
、
私
が
通
う
こ
と
に
な
る
、
サ
ウ
ス

ボ
ー
ン
・
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

の
ク
ラ
ス
分
け
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。
始
め

に
三
十
分
程
度
の
時
間
で
三
つ
の
テ
ー
マ
か
ら

一
つ
を
選
ん
で
書
く
英
作
文
を
書
き
ま
し
た
。

今
年
で
き
た
新
し
い
市
で
温
暖
な
気
候
で
あ
る

こ
と
、
花
が
多
い
こ
と
、
鯨
が
捕
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
多
く
の
外
国
人
に
南
房
総
市
の
良
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
中
心
に
書
き
ま
し
た
。
そ

の
後
六
十
分
間
で
文
法
な
ど
の
テ
ス
ト
を
行
い

ま
し
た
。
問
題
文
も
す
べ
て
英
語
だ
っ
た
の
で

解
け
な
か
っ
た
問
題
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た

が
、
全
体
的
に
見
る
と
、
想
像
し
て
い
た
よ
り

は
で
き
た
気
が
し
ま
す
。
二
つ
の
テ
ス
ト
の
結

果
を
も
と
に
、
ク
ラ
ス
が
決
定
し
、
私
は
六
段

階
の
う
ち
上
か
ら
三
番
目
の
ク
ラ
ス
に
入
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ウ
ス
ボ
ー
ン
・
ス
ク
ー

ル
オ
ブ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
、世
界
中
か
ら
、

英
語
を
母
国
語
と
し
な
い
人
た
ち
が
英
語
を
勉

強
す
る
た
め
に
集
ま
っ
て
き
て
い
る
学
校
で
し

た
。
一
緒
に
行
っ
た
団
体
の
友
達
は
、
何
人
か

ず
つ
日
本
人
同
士
が
同
じ
ク
ラ
ス
に
固
ま
っ
て

い
た
の
に
対
し
、
私
の
ク
ラ
ス
は
日
本
人
ど
こ

ろ
か
ア
ジ
ア
人
も
私
一
人
と
い
う
完
璧
な
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
中
心
の
ク
ラ
ス
で
し
た
。
初
め
の
う

ち
は
隅
の
席
に
座
っ
て
小
さ
く
な
っ
て
お
と
な

し
く
し
て
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
一
番

前
の
真
ん
中
の
席
に
座
り
、
少
し
で
も
多
く
の

発
言
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
学
校
で
痛
感
し
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
め
は
、
学
校
に
通
っ
て
い
た
日
本
人

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

対
す
る
差
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
は
積
極
的

に
英
語
を
使
い
会
話
を
す
る
姿
勢
が
よ
く
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
日
本
人
は
英
語
力
の
な
さ
か
ら

か
、
会
話
に
対
し
て
少
々
引
っ
込
み
思
案
に
な

っ
て
し
ま
う
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
英
語
力
の
差
で
す
。
私
は
イ
ギ

リ
ス
研
修
中
、
自
分
の
つ
た
な
い
英
語
力
を
駆

使
し
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
ル
ー
ム
メ
イ

ト
、
学
校
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
自
分
の
意
志
を

伝
え
る
た
め
に
精
一
杯
努
力
し
た
つ
も
り

で
し
た
。
し
か
し
会
話
の
途
中
で
、
使
い

た
い
単
語
が
出
て
こ
な
い
！
こ
の
間
ま
で

日
本
の
授
業
で
使
っ
て
い
た
単
語
な
の

に
、
会
話
に
な
る
と
そ
の
単
語
を
思
い
出

す
こ
と
が
で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
最
終
的
に
は
何
よ
り
も
語
彙
力
が

大
切
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

以
上
の
点
か
ら
、
進
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
と
い
う
こ
と
と
、
絶
対
的
な
語
彙

力
と
い
う
私
の
英
語
の
課
題
が
は
っ
き
り
と
見

え
て
き
ま
し
た
。

小
学
生
の
頃
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
へ
行
っ
て
本

場
の
英
語
に
ふ
れ
る
こ
と
が
ず
っ
と
夢
で
し

た
。
高
校
二
年
の
夏
と
い
う
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

で
、
自
分
の
夢
が
叶
い
、
本
当
に
幸
せ
で
す
。

現
地
の
イ
ギ
リ
ス
人
は
も
ち
ろ
ん
、フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
、
世
界

中
の
同
年
代
の
人
た
ち
と
話
を
し
て
交
流
が
で

き
た
こ
と
は
、
私
に
は
と
て
も
大
き
な
影
響
を

与
え
、
さ
ら
に
深
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
た
め
、
世
界
共
通
語
で
あ
る
英
語
に
磨
き

を
か
け
な
け
れ
ば
…
と
い
う
意
欲
へ
と
つ
な
が

り
ま
し
た
。
見
る
も
の
す
べ
て
が
私
の
目
に
新

鮮
に
映
り
、
体
験
し
た
こ
と
す
べ
て
が
私
の
頭

の
中
に
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ

ス
研
修
に
参
加
し
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
が

積
め
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
南
房
総
市

の
方
々
を
始
め
、
イ
ギ
リ
ス
に
一
緒
に
行
っ
た

リ
ー
ダ
ー
と
仲
間
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小林　睦美さん

安房高2年
三芳地区（ ）

市
民
海
外
交
流
研
修
報
告



11
月
12
日
（
日
）
友
好
都
市
の
東
京
都

武
蔵
野
市
で
、「
第
26
回
む
さ
し
の
青
空

市
」
が
、
さ
わ
や
か
な
青
空
の
下
、
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
石
井
市
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
武
蔵
野
市
の
交
流
市
町
村
は
、
と
て
も

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
わ
が
南
房
総

市
も
特
産
品
の
自
慢
で
き
る
地
域
で
す
」

と
市
の
特
徴
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

市
の
テ
ン
ト
に
は
、
旧
７
町
村
そ
れ
ぞ

れ
の
特
産
品
で
あ
る
海
産
物
、
花
、
果
物
、

野
菜
な
ど
が
な
ら
び
展
示
販
売
さ
れ
、
市

白
浜
商
工
会
青
年
部
の
協
力
に
よ
り
、
店

頭
は
活
気
に
あ
ふ
れ
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
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11
月
９
日
（
木
）
東
京
電
力
株
式
会
社

木
更
津
支
社
か
ら
防
犯
灯
40
基
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
館
山
営
業
セ
ン

タ
ー
の
真
島
充
雄
所
長
が
市
役
所
を
訪

れ
、石
井
市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
防
犯
灯
の
寄
贈
は
行
わ
れ
、
各

行
政
区
か
ら
の
設
置
要
望
に
よ
り
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
増
加
す
る
犯
罪

な
ど
に
対
し
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め

に
、
今
回
の
防
犯
灯
の
寄
贈
は
大
変
心
強

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
10
日
（
金
）
県
流
通
商
防
犯
協
会

（
高
畑
修
理
事
長
）
か
ら
青
色
回
転
灯
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
ざ
ん
新
な
デ
ザ
イ
ン
に
青
く

輝
く
回
転
灯
を
乗
せ
た
愛
称
輊
青
パ
ト
輅

に
よ
り
市
内
を
巡
回
し
、
防
犯
意
識
の
高

揚
、
犯
罪
の
抑
止
に
努
め
ま
す
。。

11
月
24
日
（
金
）
南
総
歌
謡
連
盟
か
ら

16
万
８
千
６
８
５
円
の
寄
付
が
社
会
福
祉

協
議
会
に
あ
り
ま
し
た
。

寄
付
は
、
11
月
23
日
（
木
）
南
総
文
化

ホ
ー
ル
で
、
南
総
歌
謡
連
盟
第
２
回
歌
の

祭
典
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
車
寄
贈

東
京
電
力
か
ら
防
犯
灯
寄
贈

南
房
総
市
の
特
産
品

む
さ
し
の
青
空
市
で
大
人
気
！

むさしの青空市で
あいさつする石井市長

南房総市の店頭は
大賑わい

真島充雄所長（右）から
目録を受ける石井市長

高畑修理事長（左）から目録を受ける石井市長

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付左から下羽副会長、塙会長から寄付を

受ける石井市長、鈴木社会福祉協議会事
務局長

新
市
の
誕
生
と
高
度
化
・
多
様
化
す
る
会

員
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
市
内
に
７

つ
あ
る
商
工
会
が
合
併
し
、「
南
房
総
市
内

房
商
工
会
」
と
「
南
房
総
市
朝
夷
商
工
会
」

が
誕
生
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
が
進
む
平
成
16
年
度
か
ら
商

工
会
も
合
併
を
目
指
し
、
協
議
を
重
ね
、
11

月
21
日
（
火
）
に
朝
夷
地
区
で
、
11
月
28
日

（
火
）
に
内
房
地
区
で
合
併
調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
富
浦
・
富
山
・
三
芳
の
３
商
工

会
は
「
南
房
総
市
内
房
商
工
会
」
に
、
白

浜
・
千
倉
・
丸
山
・
和
田
の
４
商
工
会
は

「
南
房
総
市
朝
夷
商
工
会
」
に
平
成
19
年
４

月
１
日
（
日
）
に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

な
お
、
内
房
商
工
会
の
本
所
は
富
浦
商
工

会
に
、
朝
夷
商
工
会
の
本
所
は
千
倉
商
工
会

に
設
置
し
、
そ
の
他
の
商
工
会
は
、
支
所
・

出
張
所
と
し
て
存
続
し
業
務
を
行
い
ま
す
。

合
併
に
よ
り
組
織
力
を
高
め
、
市
の
商
工
業

発
展
の
た
め
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

朝
夷
地
区
・
内
房
地
区

商
工
会
合
併
調
印
式

朝夷地区商工会合併調印式

内房地区商工会合併調印式
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平成18年度分
平成18年6月から老年者控除の廃止および公的年金等控除の見直しなどにより、個人住民税の納税額が変わりま

した。これらの改正は、主に高齢者の皆さんにも所得に応じた税負担を求め、世代間や高齢者間の公平を図ること
としたものです。
平成19年度分
各地方団体が自主性を発揮し、より身近な行政サービスを行うために進められてきた三位一体改革により、使い道
が制約されている国から地方への補助金を約4兆円減らす代わりに、住民にとって真に必要な行政サービスを地方団体
が自らの責任でより効率的に行えるよう、国の所得税から地方の住民税へ3兆円規模の税源移譲が行われます。
この税源移譲にともない、平成18年度分までは所得の額によって異なっていた住民税所得割の税率が、平成19

年度分から一律10％になります。

平成18年度から実施されている税制改正の主な内容

●老年者控除（48万円）の廃止
65歳以上の人で前年の合計所得金額が1,000万円以下の人は、合計所得金額から48万円を控除されることとされ

ていましたが、平成18年度分からこの老年者控除が廃止されました。
●公的年金等控除の見直し
65歳以上の人の公的年金等の所得金額は、公的年金等の収入金額から公的年金等控除額を差し引いて求めていま

したが、平成18年度分からこの「公的年金等控除額」が次のとおり改正されました。

定率減税の見直し
定率減税とは、税額から一定の額を控除する措置です。
個人住民税額の定率減税の額は、平成17年度分までは所得割額の15％相当額（上限額4万円）となっていました

が、平成18年度分は所得割額の7.5％相当額（上限額2万円）に見直されました。
また、平成18年度の税制改正により、平成19年度分からは廃止されることとなりました。

●個人住民税

老年者非課税措置の廃止
65歳以上の人のうち前年の合計所得金額が125万円以下の人に対する非課税措置が、平成18年度分の個人住民

税から廃止となりました。

平成17年度分まで 平成18年度分から 

その年中の公的年金等の
合計収入金額(Ａ)

その年中の公的年金等の
合計収入金額(Ａ)

260万円以上 
460万円未満 

460万円以上 
820万円未満 

260万円未満 

公的年金等控除額 公的年金等控除額 

140万円 

(Ａ)×25％＋ 75万円 (Ａ)×25％＋ 37万5千円 

(Ａ)×15％＋121万円 (Ａ)×15％＋ 78万5千円 

(Ａ)× 5％＋203万円 (Ａ)× 5％＋155万5千円 

330万円未満 120万円 

820万円以上 

330万円以上 
410万円未満 

410万円以上 
770万円未満 

770万円以上 

13％ 

平成17年度分 

所得割額の15％を控除 
（上限額4万円） 

平成18年度分 

所得割額の7.5％を控除 
（上限額2万円） 

平成19年度分以降 

廃　　止 

13％ 

◇◆◇個人住民税の納税額が変わります◇◆◇

税
　
制
　
改
　
正

問い合わせ　税務課　TEL 33－1023
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ただし、平成17年1月1日に65歳に達していた人については、次のような経過措置が設けられています。
●経過措置

平成19年度から実施される税制改正の主な内容

●所得割税率のフラット化（一律10％）
個人住民税の所得割の税率が現在の3段階（5％･10％･13％）から一律10％に変わります。この結果、課税所得

200万円以下の人の個人住民税は、税率が5％から10％に引き上げられますが、その分、所得税が減税されるなど、
所得税と個人住民税を合わせた全体の税負担は変わりません。
ただし、定率減税が平成19年度から廃止となりますので、その分だけ税額は増えることになります。
●課税所得とは？
給与や事業収入などは税法上「収入」と呼ばれるものです。「課税所得」とはこの「収入」から給与所得控除や基

礎控除、扶養控除、社会保険料控除といった諸控除を差し引いた残りの金額のことです。この「課税所得」に税率
をかけたものが「税額」となります。

●人的控除額の差に基づく負担増の軽減措置
住民税と所得税とでは人的控除額に差があります。したがって同じ金額の収入であっても、住民税の課税所得金

額が所得税よりも多くなりますので、住民税の税率を10％引き上げた場合、所得税の税率を引き下げただけでは、
税負担が増えてしまいます。
このため個々の納税者の人的控除適用状況に応じて、住民税を減額することによって納税者の税負担が変わらな

いようにしています。

平成18年度分 

税額の3分の2を減額 
（税額の3分の1を課税） 

平成19年度分 

税額の3分の1を減額 
（税額の3分の2を課税） 

平成20年度分以降 

減額なし 
（税額の全額を課税） 

13％ 

 
 
 
 
 

〈平成18年度まで〉 〈平成19年度から〉 

5％ 
10％ 

13％ 13％ 

200万円 700万円 （課税所得） 

10％ 

短期臨時職員募集

事業所などから提出される給与支払報告書の仕分
け業務および確定申告受け付け業務などを行う短期
臨時職員を募集します。

募 集 人 員 8人程度
勤　務　地 本庁舎および各支所
資 格 な ど 確定申告に関する基本

的な知識を有する人　
賃　　　金 時給750円
時　　　間 午前8時30分から午後5時30分まで
期　　　間 平成19年1月10日（水）から

平成19年3月30日（金）まで
(土･日･祝日を除く市が指定する日)

応 募 方 法 履歴書を12月25日（月）までに税務
課に提出してください。

問い合わせ 税務課　TEL 33―1023

企業などにお勤めの皆さんへ

今年も、年末調整を行う時期となりました。
保険料控除申告書等の提出はお済ですか？
年末調整は、所得税の確定申告に代わる重

要な手続きです。申告書の提出がないと各種
の控除が受けられなくなりますので、勤務先
への届出を忘れずに行ってください。
なお、今年から、定率

減税の額が引き下げられ、
所得税の10％相当額（上
限額12万5千円）に変更
されています。

問い合わせ
館山税務署　TEL 22―0103（直通）

TEL 22―0101（代表）
内線54･58

税
制
改
正
・
お
知
ら
せ



～思いやる心ひとつで事故はゼロ～
～乗る人に飲ませる

あなたも犯罪者～

期　間
12月10日（日）から12月31日（日）まで
千葉県･千葉県交通安全対策推進委員会

千
倉
公
民
館
の
英
会
話
サ
ー
ク
ル
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ク

ル
は
、
公
民
館
英
会
話
教
室
を
終
了
し
た

皆
さ
ん
が
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
り
学
習
を
続

け
て
い
ま
す
。
12
月
で
教
室
が
終
了
す
る

た
め
1
月
か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動
を
す
る
に

あ
た
り
広
く
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

講
　
　
師

メ
ア
リ
ー
･
パ
ッ
ト
ン(

Ａ
Ｌ
Ｔ)

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
＝
外
国
語
指
導
助
手
）

募
集
人
員

初
級
･
中
級
　
各
15
人
　
　
　

会
　
　
費

月
額
２
０
０
０
円

開
催
日

平
成
19
年
1
月
18
日
（
木
）
か
ら

毎
週
木
曜
日

初
級

午
後
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で

中
級

午
後
8
時
15
分
か
ら

午
後
9
時
15
分
ま
で

場
　
　
所

千
倉
公
民
館

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

千
倉
公
民
館
TEL
44
―
３
１
２
１

ノロウイルスによる感染性胃腸炎
や食中毒は、年間を通じて発生しま
すが、特に秋から春にかけての冬場
に多く発生します。

感染性胃腸炎が疑われる場合には、下痢や嘔吐により脱水症状を起こさないように水分と栄養補給を十分にし、
早めに医師に相談してください。また、下痢をしているからといって自己判断では下痢止め薬を安易に使わない
ほうがいいでしょう。
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問い合わせ　健康増進課　問い合わせ　健康増進課　TEL36TEL36－11521152問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

感染性胃腸炎に
注意しましょう！

健
康
だ
よ
り
・
お
知
ら
せ

冬
の
交
通
安
全
運
動

英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

ノロウイルスの電子顕微鏡写真

ノロウイルスとは？
ノロウイルスは人の小腸で増
えて、下痢などを起こす感染力
の強いウイルスです。

症状は？
1日から2日程度の潜伏期間
を経て、下痢、吐き気、嘔吐、
腹痛、発熱（38℃以下）など、
風邪によく似た症状です。

予防するには？
予防の基本は食中毒予防の三原則と同様「菌をつけない･増やさない･消滅する」です。た
だし、汚染された食品の扱いだけでなく、患者の吐物や排泄物も感染の原因になりますので
注意が必要です。

感染経路は？
ウイルスに汚染された貝類（カキやアサリなど
の二枚貝）を十分に加熱せずに食べたり、調理を
行う人が感染していて、その人を介して汚染した
食品を食べたりすることによる経口感染が主です。

①菌をつけない
・調理や食事の前にはよく
手を洗いましょう。
・包丁やまな板な
どの調理器具は
よく洗浄して乾
燥させましょう。

②菌を増やさない
・調理前や調理後の食
品は、室温に長く放
置しないようにしま
しょう。
・持ち帰った食品は、
すぐに冷蔵庫に入れ
ましょう。

③菌を消滅する
・加熱調理する食品は十分
に加熱しましょう。
・調理器具や
布巾などは
定期的に消
毒しましょ
う。



予
約
受
付
お
よ
び
販
売
先

和
田
町
漁
業
協
同
組
合

TEL

47
―
４
１
１
１

（
16
日
は
予
約
を
行
い
ま
せ
ん
）

千
倉
水
産
加
工
業
協
同
組
合

TEL

44
―
１
８
１
１

（
17
日
は
予
約
を
行
い
ま
せ
ん
）

※
予
約
な
し
で
も
購
入
で
き
ま
す
が
、
数

量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
売
り
切
れ

の
場
合
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

経
済
産
業
省
で
は
、
毎
年
12
月
31
日
現
在

で
「
工
業
統
計
調
査
」
を
県
、
市
町
村
を
通

じ
て
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対

象
に
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や

県
、
市
町
村
が
行
う
産
業
振
興
政
策
な
ど
の

各
種
施
策
を
決
め
る
基
礎
資
料
と
し
て
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、
今
年

も
12
月
中
旬
か
ら
1
月
に
か
け
て
調
査
員
が

「
調
査
員
証
」
を
携
行

し
て
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

調
査
内
容

従
業
員
数
･
製
造
品
出
荷
額
･
在
庫
額
･

原
材
料
使
用
額
･
有
形
固
定
資
産
な
ど

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
　
統
計
係

TEL

33
―
１
０
１
２
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む
か
し
、
そ
れ
も
大
む
か
し
の
話
で
す
。

大
太
法
師
と
い
う
大
人
お
お
び
と

が
、
上
総
の
方
か
ら
安

房
に
向
か
っ
て
、
の
っ
し
の
っ
し
と
歩
い
て
き
ま

し
た
。
そ
の
と
き
大
太
法
師
は
、
砂
で
汚
れ
た
足

を
洗
お
う
と
、
岩
井
の
浜
辺
に
立
ち
寄
っ
た
の
で

す
が
、「
あ
あ
、
眠
く
な
っ
た
」
と
、
三
キ
ロ
離

れ
た
富
山
と
み
さ
ん

を
枕
に
、
大
い
び
き
を
か
い
て
寝
て
し

ま
い
ま
し
た
。

大
太
法
師
は
、
二
十
一
日
間
も
眠
り
つ
づ
け
、

よ
う
や
く
目
を
覚
ま
し
た
の
で
す
が
、そ
の
と
き
、

大
勢
の
村
人
が
足
元
で
何
か
を
相
談
し
て
い
ま
し

た
。
村
人
が
ど
ん
な
相
談
を
し
て
い
た
の
か
、
大

太
法
師
に
は
聞
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
や
が
て
村

人
た
ち
は
、
長
い
梯
子
は
し
ご

を
持
っ
て
き
ま
す
と
、
大

き
な
足
の
裏
に
立
て
か
け
、
い
っ
ぱ
い
付
い
て
い

る
砂
を
落
し
始
め
た
の
で
す
。
大
太
法
師
は
、
足

裏
が
く
す
ぐ
っ
た
く
な
っ
て
大
笑
い
し
な
が
ら
、

む
っ
く
り
起
き
上
が
り
ま
し
た
。

村
人
た
ち
は
、
雲
ま
で
と
ど
い
て
い
る
大
太
法

師
の
姿
に
驚
き
、
い
つ

ま
で
も
見
上
げ
て
い
ま

し
た
。

そ
の
と
き
か
ら
、
枕

に
し
た
富
山
は
中
が
へ

こ
ん
で
、
峰
が
北
と
南

に
わ
か
れ
、
岩
井
海
岸

は
、
大
太
法
師
の
足
の

砂
で
、
遠
浅
に
な
っ
た

の
で
す
。

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

～第８話～
生稲謹爾

「
大
太
法
師

だ
い
だ
あ
ほ
う
し

」

お
知
ら
せ
・
民
話

市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載

申
請
を
行
い
ま
す
。

登
載
申
請
を
行
い
、
選
挙
人
名
簿
に
登
載

さ
れ
な
い
と
、
投
票
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。
提
出
さ
れ
た
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会

に
お
い
て
審
査
さ
れ
、
選
挙
人
名
簿
に
登
載

さ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
平
成
19
年

3
月
31
日
か
ら
1
年
間
、
農
業
委
員
会
委

員
の
選
挙
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

農
家
組
合
な
ど
を
通
じ
て
申
請
書
の
配
布

を
い
た
し
ま
す
の
で
（
白
浜
地
区
･
三
芳
地

区
に
お
い
て
は
全
戸
配
布
）
左
記
に
該
当
さ

れ
る
人
は
申
請
書
の
提
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
申
請
書
様
式
は
各
支
所
地
域
事
業

課
お
よ
び
本
庁
（
選
挙
管
理
委
員
会
）
に
も

あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
19
年
1
月
1
日（
月
）か
ら

平
成
19
年
1
月
10
日（
水
）ま
で

提
出
先

各
農
家
組
合
長
（
実
行
組
合
長
）

白
浜
地
区
･
三
芳
地
区
に
お
い
て
は
各
区

長申
請
で
き
る
人

平
成
19
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住

所
を
有
し
、
19
年
３
月
31
日
に
満
20
歳
以
上

の
人
（
昭
和
62
年
4
月
1
日
以
前
生
）
で
、

次
の
①
か
ら
③
の
う
ち
の
1
つ
に
該
当
す
る

人
。

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
（
現
況
地
目
）

に
つ
き
耕
作
を
営
ん
で
い
る
人
。

②
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
の
同
居
の
親
族

ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
。

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作

の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
、
年
間
60
日
以

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
。

※
偽
り
の
申
請
は
、
農
業
委
員
会
な
ど
に

関
す
る
法
律
に
触
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
正
し
く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
名
簿
の
縦
覧
は
平
成
19
年
2
月
23

日
（
金
）
か
ら
平
成
19
年
3
月
9
日
（
金
）

ま
で
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し
た
場
所

で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
　
　
　
TEL

33
―
１
０
８
１

選
挙
管
理
委
員
会
　
TEL

33
―
１
１
３
１

市
で
は
調
査
捕
鯨
で
捕
獲
さ
れ
た
ミ
ン
ク

鯨
肉
を
市
で
購
入
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
有

料
配
布
し
ま
す
。

配
布
期
間

12
月
20
日
（
水
）
か
ら

12
月
25
日
（
月
）
ま
で

午
後
1
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

予
約
受
付
期
間

12
月
14
日
（
木
）
か
ら

12
月
18
日
（
月
）
ま
で

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

価
　
　
格

ミ
ン
ク
鯨
赤
肉
　
２
３
５
０
円
／
㎏

配
布
限
度
量

1
世
帯
あ
た
り
10
㎏
ま
で

南
房
総
市
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

鯨
肉
の
有
料
配
布

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！



園では、午前中は体をいっぱい使って思い切り遊びます。す

ると、「おなか　ぺこぺこ」になって給食が待ち遠しくなるのです。そのうえ、大好きな友だちといっしょに食べたり、楽しい雰囲

気のなかで食べたりするので、食事の時間はさらに充実したものになっています。

食育を通して、心も体も豊かに育ってくれることを願っています。

16 2006年12月号

有
料
広
告

自衛隊から 隊員などの募集

よく遊び･よく食べる
─食育を通して─

北三原幼稚園
（和田地区）

市内に15園ある幼稚園を毎月紹介します。

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

16人の元気な北三原っ子 16人の元気な北三原っ子 

〈2等陸・海・空士〉
～任期制の隊員として活躍し、選抜試験で曹・
幹部への道も開かれている～

資 　 　 格 18歳以上
27歳未満のもの

受 付 期 間 （男子）随時受付中
試験予定日 12月16日（土）

〈自衛隊生徒〉
～将来、最新鋭の装備を駆使するための

優れた技術者を育成する～
資 　 　 格 中卒（見込含）17歳未満の男子
受 付 期 限 平成19年１月10日（水）まで
問い合わせ （海上自衛隊館山航空基地内）

防衛庁自衛隊千葉地方協力本部
館山募集事務所　TEL 22－0385


